
□講義科目（専門科目）

科目名 プロ グラム評価論 ２ 単位

担当者 横山 由香里

テーマ 実践や介入プロ グラムの課題や効果等を科学的に評価する方法を学ぶ

開講形態 全回ハイ ブリ ッ ド 形式

科目のねらい

＜キーワード ＞

１ ． エビデンス ２ ． プロ セス評価 ３ ． アウ ト カム評価 ４ ． ロ ジッ クモデル

＜内容の要約＞

近年、 社会福祉や保健医療の実践が効果的に行われているかを検証するこ と が求めら れ

ています。本講義では、実践の経過や実践後の成果・ 課題等の評価方法を学び、研究のリ

テラシーを高めます。

＜学習目標＞

・ 社会福祉や保健医療の領域で行われている取り 組み（ 介入や実践） の効果等に関する

文献を読解できる

・ 自身の問題意識や関心に迫るために必要な情報を収集、分析、記述するために、どのよ

う な力が必要かを理解するこ と ができる

・ 様々な視点から 検討するこ と や個人情報保護の重要性を理解し て研究を計画できる

授業の進め方

第１ 回 ガイ ダンス

第 2 回 エビ デンスと は

第 3 回 代表的な社会福祉調査法

第 4 回 介入や実践の「 効果」 と は

第 5 回 プロ グラムを開始する前のアセスメ ント ・ ロ ジッ クモデル

第 6 回 「 効果」 を評価する方法①
第 7 回 実際の文献に学ぶ

第 8 回 バイ アスと は

第 9 回 「 効果」 を評価する方法②
第 10 回 プロ セス評価と は

第 11 回 アウ ト カム評価と は①
第 12 回 アウ ト カム評価と は②
第 13 回 実際の文献に学ぶ

第 14 回 様々なプロ グラム評価

第 15 回 まと め

事前学習の内容

学習上の注意
論文を事前配布し た場合には、 各自で目を通し ておく こ と を推奨し ます。

本科目の

関連科目
研究方法概論

テキスト 特になし
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成績評価方法

と基準

レポート の提出（ 50％）、 ディ スカッ ショ ンへの参加（ 50％） により 、 総合的に評価す

る。 全体で 60％以上を合格と する。

・ 取り 上げる文献は受講者の

専門分野に合わせて決めます。

・ 進度の都合で授業の順番を

変更する可能性があり ます。

・ オンライ ン参加者の人数次第で、

 グループワークがし づらい場面が

少し あるかも し れません。

ご了承く ださ い。


